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め

は

じ

青
木
文
教
師
は
、

一
九
一
三
年
一
月
二
十
二
司
、
チ
ベ
ッ
ト
の
言
都
ラ
サ
に
入
っ
た
。

日
本
人
と
し
て
は
、
河
口
慧
海
(
一
八
六

六
ー
一
九
四
五
)
、
寺
本
腕
雅
(
一
八
七
二
i

一
九
四

O
)
、
矢
島
保
治
郎
(
一
八
八
二
i

一
九
六
三
)
に
つ
い
で
西
人
自
の
ラ
サ
到
達

で
あ
っ
向
。
決
し
て
「
潜
入
」
や
、
「
密
入
国
」
で
は
な
く
、
当
時
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
二
二
世
の
特
別
の
配
慮
が
あ
っ
て
の
入
蔵
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
大
谷
光
環
師
(
一
八
七
六
i

一
九
四
八
)
に
よ
る
派
遣
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
当
時
の
イ
ギ
ワ
ス
、

1 

ロ
シ
ア
、

中
国
の
動
向
に
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
迫
し
た
状
況
の
中
で
、
き
わ
め
て
異
例
の
厚
遇
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
仏
教
国
で
あ

る
チ
ベ
ッ
ト
の
最
高
指
導
者
と
日
本
最
大
級
の
仏
教
教
団
で
あ
る
浄
土
真
宗
の
宗
主
と
の
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
が
知

ら
れ
る
。

光
瑞
輔
の
派
遣
し
た
大
谷
探
検
隊
は
、

地
理
・
考
古
・
美
術
文
化
資
料
な
ど
多
く
の
文
物
を
叔
集
し
た
が
、
二

O
O
一
年
か
ら
二

0
0
三
年
に
か
け
、
宗
門
校
・
龍
谷
大
学

②
 

で
は
、
「
仏
の
来
た
道
」
の
統
一
テ
i
マ
の
も
と
、
盟
国
の
学
術
講
演
会
お
よ
び
学
術
討
論
会
が
関
擢
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
中
心
と
す
る
「
西
域
」
探
検
は
、
光
瑞
師
の
調
査
事
業
の
中
で
も
最
大
の
成
果
を
あ
げ
た
も
の
と
言

一
九
O
二
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
三
次
に
わ
た
る
探
検
に
よ
り
、
各
種
言
語
文
献
や



っ
て
よ
い
。
し
か
し
こ
の
地
域
以
外
に
も
、
仏
教
発
祥
の
地
・
イ
ン
ド
の
他
、
仏
教
伝
播
の
地
・
中
国
、

ピ
ル
マ
、

さ
ら
に
、
当
時

一
般
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
、

そ
の
領
域
は
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
っ
て
い
た
。
広
義
の
大
谷
探
検
隊
に

は
チ
ベ
ッ
ト
踏
査
も
当
然
含
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
青
木
文
教
(
一
八
八
六
i
一
九
五
六
)
や
多
田
等
観
(
一
八
九
O
i
一
九
六
七
)

の
事
跡
も
、
こ
れ
に
沿
っ
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
、
九
。

龍谷大学所蔵膏木文教師収集資料について

他
の
列
国
の
中
央
ア
ジ
ア
探
検
が
、
国
家
的
事
業
や
博
物
館
な
ど
の
企
画
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
大
谷
探
検
隊
は
光
環
師
個
人
の

事
業
で
あ
り
、
し
か
も
西
本
願
寺
の
新
門
・
法
主
(
宗
主
)
と
い
う
仏
教
者
の
立
場
で
、
仏
教
伝
播
の
足
勝
と
現
状
を
踏
査
し
た
こ

と
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
チ
ベ
ッ
ト
が
調
査
領
域
に
入
っ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

大
谷
探
検
隊
と
青
木
文
教
諦

大
谷
探
検
援
が
収
集
し
た
資
料
の
内
、
西
域
資
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
中
冨
・
韓
冨
・
吉
本
に
分
散
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
旅
瀬
薄
物
舘
、
中
昌
国
家
密
書
舘
、
韓
冨
で
は
ソ
ウ
ル
国
立
中
央
博
物
館
に
蔵
さ
れ
、
百
本
で
は
、
東
京
冨
立
書
物
館
、

京
都
匡
立
博
物
舘
、
龍
谷
大
学
学
術
需
報
セ
ン
タ
ー
に
議
さ
れ
る
ほ
か
、
揺
人
・
機
関
の
手
に
あ
る
も
の
も
為

h
、
そ
の
全
体
集
の

把
握
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
。
青
木
の
収
集
し
た
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料
も
、
本
来
光
瑞
師
の
も
と
に
集
め
ら
れ
、
保
管
さ
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
が
、
種
々
の
事
情
か
ら
、
当
時
、
神
戸
在
生
で
あ
っ
た
小
倉
捨
次
郎
氏
に
託
さ
れ
、

そ
の
後
、
大
部
分
が
国
立
民
族
学
博

物
館
と
龍
谷
大
学
に
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

青
木
文
教
師
の
事
震

青
木
と
多
国
は
と
も
に
、
光
瑞
師
の
命
に
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
入
り
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
二
人
の
チ
ベ
ッ
ト
で
の
生
活
は
対
照
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的
で
あ
っ
た
。
多
田
が
、

セ
ラ
信
院
に
お
い
て
十
年
に
わ
た
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
学
修
を
行
っ
た
の
に
対
し
て
、
青
木
は
、
後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
三
年
間
ラ
サ
の
上
流
階
級
の
家
に
寄
寵
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
実
社
会
を
観
察
し
、

一
九
一

0
年
代
初
頭
の
「
チ
ベ
ッ

ト
文
化
」
に
亘
接
ふ
れ
る
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

前
半
生
j
チ
ベ
ッ
ト
入
境
ま
で

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

一
八
八
六
(
明
治
一
九
)
年
九
月
二
十
八
日
、
滋
賀
県
常
磐
木
村
(
現
・
高
島
市
安
曇
川
町
常
磐
木
十
八
川
)
の
正
福

寺
で
、
父
・
覚
生
、
母
・
き
く
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
安
曇
高
等
小
学
校
尋
営
科
、
同
高
等
科
、
京
都
府
立
第
二
中
学
校
を
卒

青
木
は
、一

九

O
七
(
明
治
四
十
)
年
四
月
、
仏
教
大
学
(
現
在
の
龍
谷
大
学
)
に
入
学
し
た
。
満
二

O
歳
で
あ
っ
た
。
在
学
中
、
二

業
後
、
十
三
歳
の
青
木
に
転
機
が
訪
れ
た
。

一
九

O
九
(
明
治
四
十
二
)
年
九
月
、
光
瑞
師
の
命
に
よ
り
、
仏
教
大
学
を
中
退
し
、
イ
ン
ド

に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
留
ま
り
仏
教
遺
路
調
査
に
従
事
し
て
い
た
青
木
に
、

ロ
ン
ド
ン
に
い
た
光
瑞

師
か
ら
た
い
へ
ん
な
命
令
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ド
に
向
け
出
発
し
、
ダ

i
ジ
リ
ン
へ
留
ま
っ
て
い
た
ダ
ラ
イ
ラ

マ
一
三
世
と
会
見
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
役
を
註
さ
れ
た
二
四
歳
の
青
木
は
、
単
身
乗
り
込
み
、
三
四
歳
の
ダ
ラ

イ
ラ
マ
と
会
克
、
交
換
留
学
生
の
約
束
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
一
九

O
入
(
明
治
四
十
一
)
年
七
月
三
十
一
日
、
山
西

省
五
台
出
に
て
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
二
二
世
と
大
谷
尊
由
氏
(
光
瑞
師
の
実
弟
)

が
会
晃
し
、
す
で
に
友
好
関
係
の
約
束
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
と
も
か
く
も
、
こ
れ
ま
で
寺
本
焼
稚
な
ど
大
谷
派
を
中
心
と
し
て
運
ん
で
い
た
日
本
側
の
チ
ベ

ッ
ト
と
の
窓
口
が
、
本
願
寺
派
に
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
光
端
師
の
命
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
へ
赴
き
、
約
一
年
間
ロ
ン
ド
ン
の
教
青
事
情
の
調
査
に
従
事
し
て
い
た
が
、

(
照
明
治
四
十
毘
)
年
春
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
親
書
に
よ
り
、
ダ

i
ジ
ワ
ン
で
会
見
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
B
本
へ
の
留
学
生
が
決
定
す
る
ま

一
九
七
七

で
、
二
か
月
間
イ
ン
ド
仏
跡
の
調
査
を
な
し
た
。
同
年
五
月
、

が
日
本
へ
派
遣
さ
れ
る
こ

ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ル
僧
正
(
三
十
歳
)
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と
に
な
り
、
青
木
の
案
内
で
京
都
・
茜
本
穎
寺
に
到
着
し
た
。
告
正
は
、
持
の
政
治
状
況
か
ら
身
分
を
誌
し
な
が
ら
、
京
都
西
本
穎

寺
や
神
戸
二
楽
荘
に
窪
ま
り
、
青
木
や
多
田
に
チ
ベ
ッ
ト
語
を
教
え
て
い
た
が
、
突
然
の
婦
冨
命
令
が
お
り
、
青
木
の
龍
、
多
国
・

藤
谷
晃
道
も
同
行
し
、

一
足
二
十
三
昌
に
神
戸
出
航
し
た
。
信
正
の
豆
本
諜
在
は
九
か
月
で
あ
っ
た
。

一
九
一
二
年
(
明
治
四
十

五
)
年
三
月
、

カ
リ
ン
ポ
ン
で
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
共
に
津
在
。
僧
正
を
師
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
語
の
学
習
を
進
め
、
六
丹
、
ダ
ラ
イ
ラ

マょっ、

入
蔵
認
定
証
と
旅
券
が
下
付
さ
れ
る
。
青
木
は
「
ト
ゥ
プ
テ
ン
・
夕
、
ン
」
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
名
を
与
え
ら
れ
た
。

龍谷大学所麗青木文教部収集資料について

六
月
二
十
四
日
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
、

チ
ベ
ッ
ト
へ
出
発
し
た
後
、
改
元
し
、
大
正
元
年
と
な
っ
た
同
年
九
月
九
日
、
青
木
は
チ
ベ
ッ

ト
へ
向
け
、
出
発
し
た
。
こ
の
時
の
状
況
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
資
料
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
リ
ン
ポ
ン
↓
ダ

i
ジ
リ
ン
↓
イ
ラ
ム

↓
タ
シ
ラ
カ
i
v
シ
ガ
ツ
エ
↓
チ
ュ
ン
コ
ル
ヤ
ン
ツ
ェ

(
ダ
ラ
イ
ラ
マ
在
所
)
に
到
着
。
十
月
十
六
日
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
会
見
、
翌
年

一
月
十
二
日
ま
で
滞
在
し
た
。

ラ
サ
で
の
生
活

-4  

一
九
一
三
(
大
正
二
)
年
一
月
二
十
二
日
で
あ
っ
た
。
青
木
は
、

そ
の
時
の
状
況
と

チ
ベ
ッ
ト
の
都
・
ラ
サ
に
到
着
し
た
の
ほ
、

感
激
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
市
荷
の
寂
付
に
石
造
三
階
の
大
き
な
家
が
あ
る
。

⑤
 

ヤ
プ
シ
ィ
プ
ン
カ
ン
と
い
う
貴
族
の
家
で
、
前
代
の
一
、
ダ
ラ
イ
法
王
を
出
し

た
由
緒
あ
る
名
家
で
あ
る
。

か
よ
う
な
著
名
の
墨
敷
が
予
の
住
居
に
定
め
ら
れ
で
あ
ろ
う
と
詰
夢
に
も
想
復
し
な
か
っ
た
。
南
面
せ

る
正
門
に
廻
り
烏
よ
れ
ゾ
下
っ
て
中
庭
に
か
か
る
と
、
当
家
の
家
従
が
丁
寧
に
予
を
出
迎
え
て
、
三
指
な
る
主
人
の
居
間
に
案
内
す
る
。

こ
こ
で
主
人
の
テ
ィ
チ
侯
に
初
対
面
の
挨
拶
を
述
べ
、
わ
が
居
間
に
為
て
ら
れ
た
西
殿
と
い
う
に
導
か
れ
た
。
大
正
二
年
(
一
九
一

三
年
)

一
月
二
十
二

E
午
後
四
時
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
あ
予
が
幾
年
か
空
想
を
走
せ
た
吾
的
地
、
す
べ
て
予
想
外
の
状
景
に
み
て
る

天
地
、
世
界
の
探
検
家
が
死
力
を
つ
く
し
て
接
近
せ
ん
と
試
み
た
外
人
禁
制
の
都
、
「
雪
有
邦
土
吐
国
」
の
中
心
、
「
妙
法
斜
土
の
称



あ
る
神
仏
の
い
ま
せ
る
聖
都
ラ
ッ
サ
」
は
、
こ
こ
に
予
を
し
て
無
上
の
溝
足
を
も
っ
て
ひ
と
先
ず
長
途
の
旅
装
を
解
か
し
め
た
の
で

⑤
 

あ
る
。
」
青
木
は
こ
う
し
て
、
二
十
六
歳
か
ら
二
十
九
歳
の
三
年
間
を
ラ
サ
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ラ
サ
で
の
生
活
に
つ
い
て
は
、

「
時
々
法
王
の
下
問
に
答
え
、
内
外
の
諸
新
聞
に
よ
っ
て
海
外
の
重
要
事
件
に
つ
き
奏
上
し
、
あ
る
い
は
そ
の
記
事
を
翻
訳
し
て
送

e
 

呈
す
る
の
義
務
が
あ
っ
た
。
L

と
し
、
同
時
期
に
滞
在
し
て
い
た
多
田
も
、
「
青
木
さ
ん
は
、
学
究
の
暇
に
は
量
界
ニ
ュ

i
ス
を
法
王

龍谷大学月号蔵青木文教師~又集資料について

庁
に
呈
供
し
た
。
当
時
、
第
一
次
欧
州
大
戦
中
で
あ
っ
た
が
、
欧
州
の
事
情
に
闇
い
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
要
路
者
は
青
木
さ
ん
の
解
説

③
 

に
よ
り
ど
れ
程
啓
蒙
さ
れ
た
か
測
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
」

と
述
壊
し
て
お
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
秘
書
的
な
役
割
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

山
口
瑞
鳳
氏
辻
「
ラ
ッ
サ
に
於
け
る
青
木
の
勉
学
は
浴
学
の
分
野
に
摂
ら
れ
て
い
た
。
」
と
さ
れ
、
「
文
字
に
よ
る
学
問
は
文
法

③
 

学
、
穆
辞
学
、
竪
史
学
を
主
と
し
た
。
そ
の
飽
は
、
風
裕
、
習
慣
、
名
勝
、
遺
藤
一
般
の
子
宗
い
観
察
で
あ
っ
た
O
L

と
、
青
木
の

活
動
範
冨
が
事
弁
に
あ
っ
た
こ
と
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
自
由
に
「
ラ
ッ
サ
社
会
の
祭
式
議
花
L

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

5 

チ
ベ
ッ
ト
人
の
生
の
姿
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
為
る
。
ま
た
「
写
真
に
趣
味
を
持
ち
へ
「
キ
ャ
メ
ラ
L

を
自
在
に
操
る
膏

@
 

木
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
「
活
社
会
」
を
写
真
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
三
年
間
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

後
半
生
j
ラ
サ
出
発
以
後

一
九
一
四
(
大
正
三
)
年
五
月
、
光
瑞
師
が
本
願
寺
派
宗
主
を
辞
し
、
後
ろ
震
を
失
っ
た
青
木
は
、

一
九
一
六
(
大
正
五
)
年

月
二
十
六
吾
、
ラ
サ
を
出
発
。
ナ
ガ
ル
ツ
ェ
↓
ギ
ャ
ン
ツ
ヱ
↓
シ
ガ
ツ
エ
↓
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
↓
サ
マ
ダ
↓
パ
リ
↓
チ
ュ
ン
ピ
↓
カ
ワ
ン

ポ
ン
i

中
カ
ル
カ
ッ
タ
を
経
由
し
、

(
大
正
六
)
年
西
月
樺
国
。
後
、
写
本
カ
ン
ギ
ュ
ル
の
宛
先
を
巡
っ
、
河
口
慧
海
と
論

一
九
一
七

争
し
た

が
、
最
後
は
青
木
が
身
を
引
く
形
で
収
束
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

一
九
一
八
(
大
正
七
)
年
二

(
大
正
の
玉
手
箱
事
件
)



月
、
事
件
を
遊
吟
る
よ
う
に
、
束
事
ア
ジ
ア
諸
冨
に
派
遣
さ
れ
、

五
年
間
、

ジ
ャ
ワ
の
熱
帯
農
業
の
実
践
調
査
な
ど
に
従
事
し
た
が
、

チ
ベ
ッ
ト
関
連
で
は
、
京
都
大
学
で
チ
ベ
ッ
ト
語
の
調
査
研
究
を
し
た
号
、
晩
年
に
な
っ
て
、
多
田
の
後
を
襲
う
か
た
ち
で
、

九

(
昭
和
二
十
六
)
年
、
東
京
大
学
文
学
部
チ
ベ
ッ
ト
語
講
師
に
就
任
し
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
程
度
で
み
る
。
そ
の
関
、
外
務

省
調
査
局
嘱
託
と
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
関
係
の
謂
査
に
従
事
し
た
り
、
連
合
軍
総
可
令
部
民
間
信
報
局
に
教
脊
顧
問
と
し
て
勤
務
し
た

五が
、
チ
ベ
ッ
ト
学
者
と
し
て
は
報
わ
れ
な
い
人
生
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
五
六
(
昭
和
三
十
一
)
年
十
一
月
七
日
、
満
七
十

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

歳
で
亡
く
な
っ
た
。

青
木
文
教
師
収
集
資
料
に
つ
い
て

先
に
、
同
時
期
に
ラ
サ
に
滞
在
し
た
多
国
と
青
木
の
生
活
が
対
照
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、

そ
の
状
集
品
に
も
相
違
が

現
れ
て
い
る
。
多
国
が
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
を
は
じ
め
計
二
万
四
二
七
九
部
に
達
す
る
チ
ベ
ッ
ト
語
仏
教
典
籍
を
将
来
し
た
の
に
対

し
、
青
木
の
収
集
品
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料
と
呼
ぶ
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
歴
史
的
な
不
幸
が
重
な
り
、
青
木

の
収
集
品
リ
ス
ト
に
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

青
木
が

B
本
に
将
来
し
、
所
蔵
確
認
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
河
口
や
多
田
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
規
漢
と
し
て
ほ
た
い
へ
ん
小

そ
の
収
集
資
料
に
つ
い
て
辻
、
光
瑞
掃
の
派
遣
し
た
西
域
探
検
の
収
集
資
料
が
た
ど
っ
た
の
と
ち
ょ
う

さ
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ど
軌
を
一
に
し
て
、
各
所
、
各
研
究
機
関
に
分
散
し
て
蔵
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
現
在
、
そ
の
所
在
が
明
確
な
も
の
と
し
て
辻
、

東
京
大
学
文
学
部
(
イ
ン
ド
哲
学
務
究
室
)
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
龍
谷
大
学
学
徳
需
報
セ
ン
タ
ー
大
宮
図
書
舘
所
歳
分
が
あ
る
。

そ
の
概
要
と
呂
録
を
示
し
て
お
く
。
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所
蔵
一
覧

。
東
京
大
学
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
文
戴

日
点
(
整
理
番
号
3
、
2
6
4
、
2
8
6
、
つ
ム
口
民
u
n
x
u

、
つム
Q
J
S
A
吐
、

っ、
U
A
V
ワム、

q
J
n
L
q
L

、
丹、u
q
'
'
u
q
、u
、
3
2
4
)
 

北
村
高
『
東
京
大
学
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
文
献
昌
録
』
東
京
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
印
度
文
学
研
究
室
、

一
九
六
五
・

龍谷大学所蔑青木文教師収集資料について

②
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵
資
料

全
1
4
2
点
(
う
ち
文
献
資
料

長
野
泰
章
編
「
国
立
民
族
学
需
物
館
議
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
民
族
資
料
目
録
」
『
冨
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
器
』
第

臼
吉
小
)

-
口
写
、

一
九
八
三
・
三

7 -

③
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
資
料

印
品
目
(
う
ち
文
献
資
料

担
点
)

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
「
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料
」
二

0
0
0
・
三
(
内
容
リ
ス
ト
)

①
は
、
辻
直
四
郎
博
士
を
研
究
代
表
者
と
す
る
、
昭
和
お
・
泊
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
機
関
研
究
「
チ
ベ
ッ
ト
お
よ
び

関
辺
地
域
の
宗
教
と
社
会
生
活
」
と
し
て
、
多
国
等
観
師
収
集
・
寄
贈
の
チ
ベ
ッ
ト
文
献
(
ラ
サ
版
カ
ン
ギ
ュ
ル
、
ナ
ル
タ
ン
版
テ

ン
ギ
ュ
ル
、

デ
ル
ゲ
版
テ
ン
ギ
ュ
ル
、
紺
紙
金
泥
聖
般
若
波
羅
蜜
多
八
千
)
と
と
も
に
、
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ

て
文
献
資
料
で
あ
り
、
購
入
の
経
緯
等
に
つ
い
て
註
記
さ
れ
て
い
な
い
。

斎
藤
明
氏
に
よ
れ
ば
、
東
京
大
学
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
写
本
・
刊
本
に
誌
、
「
総
合
一
図
書
館
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
」
と
「
文
学
部
蔵
チ



‘。

ベ
ッ
ト
語
文
献
」
と
が
あ
り
、
青
木
文
教
収
集
の
臼
点
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
は
、
後
者
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る

唯
一
の
ワ
ス
ト
と
し
て
、
第
ロ
回
日
本
西
蔵
学
会
に
際
し
て
公
刊
さ
れ
た
呂
録
に
よ
る
と
、
内
容
は
、
整
理
番
号
3
が、

無
量
光
の
荘
厳
と
名
づ
け
る
大
乗
経
L

で
あ
る
他
は
、

「
聖
な
る

い
わ
ゆ
る
蔵
外
文
献
で
あ
る
。

②
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
佐
々
木
高
明
氏
に
よ
る
と
、
「
神
戸
市
在
住
の
小
倉
捨
次
郎

龍谷大学所蔵青木文教詞収集資料について

氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
同
氏
の
御
希
望
に
よ
り
、

え
た
う
え
、

昭
和
お
年
日
月
四
日
に
本
鎗
に
搬
入
、
整
理
・
評
価
な
ど
の
作
業
を
終

翌
弘
年
8
月
口
B
に
正
式
に
受
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
関
、
資
料
の
紹
介
、
泊
所
蔵
者
の
小
倉
氏
と
の
仲
介
、
さ

⑫
 

お
骨
折
り
項
い
た
の
は
兵
産
県
立
近
代
美
術
館
一
副
館
長
(
当
時
)
の
増
田
洋
氏
で
あ
る
J

と
来
霊

ら
に
は
資
料
の
整
理
な
ど
に
、

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
購
入
し
た
全

1
4
2
点
が
、
仏
教
密
像

(
7
点
)
、
仏
教
密
像
白
描

(
8
点
)
、
仏
集

(
8
点
)
、
仏
教
議
礼
用
具
(
幻

点
)
、
民
呉
・
生
活
用
其
(
註
点
)
、
衣
類
(
紅
点
)
、
書
籍
類
(
洋
装
本

9
点
)
、
文
献
(
チ
ベ
ッ
ト
式
の
ペ
チ
ャ
臼
点
)
と
分

昭
和
部

-
U
年
度
国
立
長
族
薄
物
館
共
同
研
究
「
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
文
物
の

類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

研
究
」
に
よ
り
明
か
と
な
り
、
す
で
に
一
九
八
三
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
臼
点
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
資
料
辻
、
標

本
番
号
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
目
録
番
号
鉛
の
文
献
は
H
6
4
8
9
4
、
同
1
4
1
は
H
6
4
7
1
4
と
な
っ
て
い
る
。

標
本
中
に
複
数
の
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

(
I
)
i
(
百
)
の
ロ

i
マ
数
字
が
付
し
て
あ
る
。
内
容
は
「
蔵
内
文
献
(
チ
べ

ッ
ト
大
蔵
経
に
入
っ
て
い
る
文
献
)

は
二
点
の
み
で
、
他
は
全
て
蔵
外
文
献
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
、
「
青
木
文
教
収
集
資
料
の
特
徴
の

ひ
と
つ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

③
は
、
先
に
②
で
も
示
し
た
小
倉
氏
所
蔵
資
料
の
中
で
、

「
小
倉
氏
の
栴
希
望
と
博
物
館
側
の
整
理
の
都
合
に
よ
り
、
若
干
の
も
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⑬
 

そ
の
後
も
小
倉
氏
の
手
許
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
と
し
て
、
そ
の
リ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、

⑬
 

龍
谷
大
学
が
一
九
九
九
年
度
及
び
二

O
O
二
年
度
に
購
入
し
た
資
料
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

旧
小
倉
捨
次
郎
氏
所
歳
資
料
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。

の
が
、こ

の
龍
大
資
料
と
民
博
資
料
と
を
合
わ
せ
れ
ば
、

龍
佐
官
大
学
所
蔵
青
木
文
教
師
収
集
資
料

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

龍
谷
大
学
が
所
蔵
す
る
資
料
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

ωチ
ベ
ッ
ト
で
青
木
が
収
集
し
、

5
本
に
も
た
ら
し
た
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資

料
と
、
倒
青
木
自
身
の
事
跡
に
関
連
し
た
資
料
、

と
の
こ
種
が
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

出
向
膏
木
文
教
師
収
集
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料

ラ
サ
鳥
轍
図
1
点
、
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
(
員
葉
)

起
点
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
法
王
親
翰
一
式
、
チ
ベ
ッ
ト
貨
幣
日
袋
、
チ
ベ
ッ
ト
切
手
三
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袋
、
玉
類
・
装
飾
品
8
点
、
石
斧
1
極
、
チ
ベ
ッ
ト
の
左
8
橿
、
ラ
ッ
サ
・
セ
ラ
方
面
の
川
砂
1
包
、
小
石
5
倍
、
西
蔵
欝
香
2
瓶、

紙
製
工
芸
品
4
枚
、
チ
ベ
ッ
ト
地
国
1
枚
、
チ
ベ
ッ
ト
植
物
標
本
節
点
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
一
陣
(
タ
ン
カ
)
1
点

チ
ベ
ッ
ト
土
面
5
点、

観
青
木
文
教
師
関
連
資
料

チ
ベ
ッ
ト
関
係
新
開
記
事
切
抜
集
1
束
、
青
木
文
教
師
メ
モ
帳
並
び
に
手
帳
6
冊
、
皇
朝
藩
属
輿

地
叢
書
六
朕
認
冊
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
法
王
逝
去
ノ
記
事
1
枚
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
関
連
書
簡
類
(
下
書
)

1
式
、
仏
教
講
義
録
(
チ
ベ
ッ
ト

チ
ベ
ッ
ト
語
語
葉
カ

i
ド
お
袋
、

語
本
)

8
冊
、
非
チ
ベ
ッ
ト
口
問
「
写
真
立
」

1
点
、
青
木
文
教
師
関
連
書
簡
類
一
式

ωの
う
ち
、
「
ラ
サ
鳥
職
図
L

は、

ω、
倒
い
ず
れ
に
も
分
類
し
が
た
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
菌
か
ら
の
将
来
品
と
い
う
意
味
を



考
慮
し
、

ωに
分
類
し
た
。

窃
隷
を
施
し
て
い
な
い
資
料
群
は
「
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料
L

と
し
て
一
括
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
二

0
0
0

(
平
成
十
二
)
年
三
月
に
龍
谷
大
学
大
富
国
書
舘
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二

0
0
二
年
度
に
な
っ
て
新
た
に
「
チ
べ

ッ
ト
植
物
諜
本
」
鉛
点
と
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
画
(
タ
ン
カ
)
L
1
点
、
及
び
青
木
文
教
関
連
書
簡
一
式
が
購
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

青
木
が
収
集
し
た
「
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料
」

ωが
増
補
さ
れ
、
伎
の
事
跡
を
語
る
資
料
紛
も
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

以
下
、
主
要
な
所
蔵
品
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
資
料

。
通
し
番
号

H
e
g
i
s
M
M
M
詔
(
ロ
ー
マ
数
字
が
マ
ジ
ッ
ク
で
書
か
れ
て
い
る
)

-
E
の
所
在
不
明
、
通
し
番
号
の
な
い
も
の
の
中
の
一
っ
か
。

-
H
ー
菖
と
番
号
の
付
さ
れ
た
も
の
が
二
冊
あ
り
、

一
方
は
鉛
筆
書
き
で
あ
る
。

た
だ
内
容
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

-
最
後
の
同
一
同
一
同
居
か
ら
同
一
月
間
百
ま
で
は
、
メ
モ
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

葡
山
龍
泉
堂
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
タ
イ
ト
ル
が
タ
イ
プ
で
打
た
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
(
民
博
の
研
究

者
に
よ
る
も
の
か
)

O
全
幻
朕
(
同
一
同
一
岡
田
か
ら
同
一
同
一
円
高
ま
で
は
一
一
軟
と
し
て
く
く
ら
れ
て
い
る
)

総
細
巨
数
も
含
め
た
総
タ
イ
ト
ル
数
は
未
確
認
で
あ
る
が
、

ひ
と
毅
り
に
結
ぼ
れ
た
も
の
が
、

幻
冊
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、

i候

に
多
く
の
タ
イ
ト
ル
を
含
む
も
の
も
あ
り
、
同
本
二
帝
が
一
一
軟
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
具
棒
的
な
内
容
細
目
に
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つ
い
て
辻
事
後
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
通
し
番
号
が
な
く
一
軟
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
4
朕
あ
り
、
仮
り
に
番
号
A
か
ら

D
を
付
し
て
、
お
い
た
。

(
添
付

資
料
「
仮
番
号
A
l
D
」)

O
資
料
の
内
容

龍谷大学所歳青木文教師~又集資料について

北
京
競
な
ど
に
同
定
で
き
る
経
論
も
あ
る
が
、
蔵
外
文
献
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

O
資
料
の
形
式

す
べ
て
槽
書
体
(
ウ
チ
ェ
ン
)

で
印
尉
さ
れ
た
貝
葉
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
最
大
の
も
の
で
、
横
6

0
・
5
m
×
縦
9
・
S
侃(耳)、

あ
る
い
は

5
8
・
2
m
×
1
2
・
3
倒
(
車
)
、
最
小
の
も
の
は
、

2
4
・
5
m
×
7
・
o
m
(
}〔
阿
同
日
目
【
)
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
サ
鳥
轍
図

昨
日
戸

m
w
σ
円
円
門
田
ぶ

m
w
M
N
m
w
m
w

付。件。
E

C同

FFmω
山

1
3
4
倒

×

1
6
8
倒

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
(
青
木
正
信
氏
の
寄
贈
)

一
九

O
五
年
か
ら
一
九
一
五
年
ま
で
の
ラ
サ
市
を
鳥
轍
的
に
描
い
た
地
図
で
、
青
木
が
滞
在
し
た
一
九
一
三
年
か
ら
一
六
年
に
か

け
て
の
ラ
サ
の
状
況
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
最
上
部
に
は
¥
¥
民
俗
語
ω
昌
三
郎
官
ぎ
包
括
苫
ご
岳
山
ず
き

5
2
m
q号
室
〔

-z-

mqごい
Z
m
d
F
2
5
m戸

E
S
N
Y吉
開
也
ず
}
向
。
己
目
)
巴

S
言
。
¥
¥
(
雪
域
酉
蔵
国
中
央
(
ウ

i
)
に
成
就
し
た
吉
祥
な
る
法
輪
・
ラ

一、アン

(
ラ
サ
の
別
名
)

の
地
を
記
し
た
地
図
)
と
タ
イ
ト
ル
が
書
か
れ
て
い
る
。

地
図
上
方
が
東
を
示
し
、

地
図
上
部
中
央
に
ト
ゥ
ル
ナ
ン
寺
(
チ
ョ
カ
ン
寺
)
・
左
上
に
ラ
モ
チ
ェ
寺
、
左
下
に
ポ
タ
ラ
宮
、
右

に
流
れ
て
い
る
川
は
、

キ
チ
ュ
汚
で
あ
る
。
ま
た
鳥
瞭
留
の
下
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
位
童
や
ラ
サ
の
位
量
を
示
す
、
縮
尺
の
異
な
る
四

枚
の
地
図
が
切
り
貼
り
さ
れ
て
い
る
。
下
部
中
央
に
ほ
青
木
に
よ
り
英
文
で
ラ
サ
市
略
史
が
書
か
れ
て
お
っ
、

ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ム
ポ

王
に
よ
る
仏
教
導
入
期
の
七
世
紀
前
半
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
、
昔
「

S
S
(ヤ
ギ
の
地
)
」
と
呼
江
れ
、

こ
れ
が

J
}
g
g
(神
の
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地
ご
と
な
っ
た
こ
と
、
チ
ョ
カ
ン
寺
の
釈
迦
牟
尼
仏
像
の
由
来
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
右
下
に

E
H，Z
M
W

∞E
5
d
H
W
Jへ
HWMWM
ハH
W
H，C

E

C
明

E
F
E
〉

ω〉
3

】

WJへ
〉

Z
H
W
M
)〉
FHwm山MW
市
民
C
、H
d
o
c
-
N
K
F
H
)
Z
H
W
M
N

。匂

F
E
k
r
m〉

-
2
5
8
2
H
E一
山
之
と
書
か
れ
て
お
れ
ソ
、

こ
の
鳥
畷
密
作
成
に
ネ
パ

l
ル
人
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

青
木
文
教
手
張
及
び
メ
モ
醸

吾
め
〉
。
}
内
山
田
口
口
付
可
。
ぱ
℃
。
。
}
向
。
件
ロ

ogσ
。
owω
山
口
門
日
仏
宮
司
目
。

ω

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

一
年
メ
モ
帳

(
8
・
0
侃
×
二
了
七
個
)
・
一
九
一
二
年
メ
モ
帳

(
8
・
5
佃×

1
3
・
1
m
)

九

-
一
九
一
二
i
一
四
年
、

一
九
一
六
年
手
帳
(
縦
7
・
9
倒
×
横
1
3
・
7
倒
×
厚
さ
1
・
1
m
i
-
-
5
倒)

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵

青
木
の
使
用
し
た
子
帳
及
ぴ
メ
モ
帳
で
あ
る
。

6
冊
の
う
ち

4
冊
は
、

E
H，y
o

民君。
--850w
同

)
F
0
4い

(vm門
町
凶
℃

F
-

。
開
M内℃
O
ω
C
E
M

河
内
待
。
片
品
き
円
山
口
E
ミ
=
(
回
口
問
問
。
己
の
国
∞
者
向
戸
一
戸
(
V
C冨
何

侍
(U0・
戸
(
)
Z
ロC
Z
)

で
あ
り
、

一
九
一
二
年
i
一
九
一
四
年
と
一

九
一
六
年
版
が
あ
り
、
黄
緑
色
の
装
頼
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
青
木
の
ラ
サ
滞
在
前
後
の
自
筆
メ
モ
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
旅
行
の
準

日
本
の
二
楽
荘
か
ら
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ

i
ル、

ダ

i
ジ
リ
ン
、

カ
リ
ン
。
ホ
ン
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ

備
品
や
、

ペ
ナ
ン
、

カ
ル
カ
ッ
夕
、

シ
ガ
ツ
ェ
、

タ
シ
ル
ン
ポ
柏
田
院
、

ア
ィ
ト
ゥ
ル
リ
ン
ポ
チ
ヱ
の
家
、

チ
ュ
コ
ル
ヤ
ン
ツ
ェ
僧
段
、

お
も
む
き
、

タ
シ
ラ
カ
、

サ
ル
、

そ
し
で
ラ
サ
へ
と
い
う
旅
程
、
及
び
チ
ベ
ッ
ト
暦
と
の
対
照
や
チ
ベ
ッ
ト
の
気
候
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二
二
年
版
一
月
二

(
チ
ベ
ッ
ト
一
麿
一
一
一
見
一
五
百
)

の
項
に
は
、

E
H
m
w
円
三
く
主
主
己
H
m
z
s
・

(
私
は
ラ
サ
記
到
着
し
た
)
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

十
二
日

ラ
サ
諜
在
し
た
一
九
一
四
年
販
の

E
記
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。

残
り
の
2
器
は
、

一
年
発
行
の
一
二
月
二
八
自
発
行
の
三
井
銀
行
関
保
の
深
緑
色
メ
モ
帳
(
マ
ス

E
)
と

一
九
一
二
年

九

部
艇
と
推
測
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
の
黒
色
メ
モ
帳
(
横
罫
)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
破
ワ
取
っ
て
使
用
さ
れ
た
ら
し
く
、
残
さ
れ

た
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど
信
報
誌
な
い
。
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チ
ベ
ッ
ト
語
語
嚢
カ

I
ド

吾
ぬ
の
お
三
ω
丘
、
門
戸
マ
ぬ
け
さ
さ

gσ
己
完
山
、

龍
谷
大
学
大
宮
密
書
館
蔵

の
語
葉
カ

l
ド
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
か
ら
単
語
を
叔
集
し
、

緩
8
・
5
倒
1
8
・
g
倒
×
横
1
4
・
7
劉

1
1
5
・
4
偲

本
資
料
ほ
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
『
無
量
寿
経
』
『
阿
弥
詑
経
』

語
の
基
本
文
字
ご
と
に
分
類
し
、
基
字
を
大
書
し
た
袋
に
入
れ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
八
文
字
分
し
か
な
い
の
辻
官
、

チ
ベ
ッ
ト

い
つ
か
の
時
点
で
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

龍谷大学所蔑青木文教師収集資料について

ロmH
の
袋
が
な
い
た
め
で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
に
は
単
語
が
存
在
す
る
の
で
、

る
。
ま
た
当
mH

字
の
袋
に
は
カ
ー
ド
で
は
な
く
、
自
ハ
葉
形
写
字
本
5
葉
(
手
習
い
か
)

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て

}psw司お

を
除
く
幻
の
基
字
に
つ
い
て
、

ー
枚
か
ら
mw
枚
の
カ

i
ド
が
入
れ
ら
れ
、
総
計
5
7
8
の
一
語
葉
が
取
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
い
つ
の
時
点
で
書
か
れ
整
理
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
青
木
は
『
大
乗
』
誌
に
両
経
典
の
和
訳
を
掲
載
(
「
仏
説

阿
弥
陀
経
の
西
蔵
文
和
訳
を
紹
介
す
」
『
大
乗
』
同
一
巳
・
宅
・
勾

28・
大
乗
社
、

一
九
二
二
年
十
二
月
、

「
大
無
量
寿
経
の
西
蔵
訳
」

一
九
二
三
年
三
月
)
し
て
お
り
、

こ
の
カ

i
ド
作
成
と
の
関
係
を
儒
わ
せ
る
。

向
付

ω
・℃℃・
s
e
u
c
、

「
辞
書
用
メ
モ
L

に
し
て
は
、

用
語
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
他
の
テ
キ
ス
ト
の
用
例
な
ど
も
併
せ
、
本
格
的
な
辞
書
作
成
の
目
的

の
途
上
に
あ
っ
た
の
か
、
浄
土
経
典
の
チ
ベ
ッ
ト
語
学
習
用
語
葉
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
ダ
ラ
千
ラ
マ
日
世
に
仕
え
る
ほ
ど
チ
ベ
ッ
ト
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
青
木
が
「
携
帯
用
チ
ベ
ッ
ト
語
字
引
」
を
必

要
と
す
る
は
ず
は
な
く
、
ま
た
用
例
も
限
定
さ
れ
て
お
り
、

「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
詩
土
経
典
の
語
葉
カ

i
ド
L

と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
頭
録
記
事
窃
ザ
抜
き
集
吾

0
5
4弓
ω古
川
吾
作
吋
円
リ
ロ
℃
℃
山
口
怒
っ
。
ロ

5
2
0己三件
y
d
z
z

龍
谷
大
学
大
宮
密
書
館
蔵

E
H，Z
M

W

ω

、同豆、
H
，H
W
小
山
富
〉

zww
記
事
の
切
り
抜
き
集
で
あ
る
。
主
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
情
勢
の
記
事
を
状
集
し
た
も
の
で
、

必
片

九
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二
年
九
月
十
日
か
ら
一
九
一
三
年
一
月
十
一
日
ま
で
の
記
事
が
、
許
認
片
一
括
つ
に
し
て
あ
る
。

日
付
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
内

容
か
ら
推
し
て
、

一
八
七
五
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で
創
業
し
た
イ
ン

こ
の
期
間
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
寸
出
切

ω、H，K
F
H
J
H
w
m
一言〉
Z
は、

ド
の
英
字
新
聞
で
あ
る
。
こ
の
間
の
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、

チ
ベ
ッ
ト
の
政
治
状
況
や
、

明
治
か
ら
大
正
に
改
元
し
た
ば
か
り
の
日
本

の
状
況
な
ど
、
特
派
員
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
青
木
が
ラ
サ
に
入
っ
た
の
は
一
九
一
三
年
一
月
二
十
二
日
で
あ
る
か
ら
、
直
前

ま
で
世
界
情
勢
を
こ
の
新
開
記
事
に
よ
っ
て
得
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

チ
ベ
ッ
ト
植
物
標
本

吾
m
U
F
O
号内需
EEω

え
吋
5
2

標
本
ム
ロ
紙
2
7
・
1
m〉
〈

3
8
・
7
m
及
び

2
5
・
5
m
×
3
6
・
2
m

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
詰
蔵

「
主
ト
シ
テ
投
薩
及
莫
開
近
ノ
高
山
(
一
五

O
O
i
一
六

O
O
)
大
正
二
年
ヨ
リ
四
年
迄
採
集
L

と
あ
り
、
台
紙
に
添
付
さ
れ
た

自
筆
の
メ
モ
に
よ
る
と
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
五
年
ま
で
に
ラ
サ
で
青
木
が
採
集
し
た
許
八
六
点
の
植
物
標
本
で
あ
る
。

二
O
O
二
年
夏
に
新
た
に
大
宮
図
書
館
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
旅
行
教
範
』
二
八
七
項
に
、
「
動
植
物
は
そ
の
標
本
を
成
る

べ
く
採
集
す
べ
し
」
と
あ
り
、
こ
の
指
示
に
従
っ
て
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
次
隊
の
吉
川
小
一
郎
採
集
の
「
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
天
山
植
物
」
(
龍
谷
大
学
大
宮
国
書
舘
蔵
)
と
平
行
す
る
資
料
と
し
て
、
品
種
名
な
ど
の
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

小
倉
捨
次
路
氏
に
よ
る
ワ
ス
ト
に
は
「
お
チ
ベ
ッ
ト
高
環
の
植
物
標
本
約
吾
種
」
と
し
て
「
採
集
地
域
辻
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ネ
パ

ー
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
出
張
地
菩
で
、
海
抜
八
、

0
0
0
吹
か
ら
、

チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
ラ
ッ
サ
に
至
る
途
中
で
海
抜
一
七
、

0
0
0
択
に
達

す
る
部
分
の
各
所
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
他
の
「
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料
」
と
同
様
、

一
九
一

0
年
代
前
半
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
植
生
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

小
倉
捨
次
郎
氏
の
由
蔵
資
料
で
あ
り
、

釈
迦
'
如
来
三
十
五
仏
画
(
タ
ン
カ
)

吾川
E
m
E
H
O
同∞
g
r
M
1
m
E
C
H戸
目
当
日
同
一

F
ω
仏
国
三
己

F
g
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キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
寸
法
4
8
・
戸
。
部
×

S
5
・
9
明

外
形
す
法

7
3
惚×

1
3
8
m

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
舘
藤

中
央
の
本
尊
は
、
触
地
印
を
結
ん
だ
釈
迦
如
来
で
あ
り
、

そ
の
周
冨
に
誕
の
仏
が
搭
か
れ
た
、

「
釈
迦
如
来
三
十
五
仏
」
の
タ
ン

カ
で
あ
る
。
タ
ン
カ
と
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
美
術
の
世
界
に
お
け
る
軸
装
仏
画
の
こ
と
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
を
取
り
囲
む
赤
と
黄

色
の
縁
、
全
体
を
h

お
お
う
包
布
、

「
風
抑
え
」
と
呼
ば
れ
る
紐
が
付
随
し
て
い
る
。
こ
の
表
装
様
式
に
よ
れ
ば
、

の
作
で
は
な
く
近
現
代
の
作
の
よ
う
で
あ
旬
。

十
四

i
十
五
世
紀

龍各大学所蔵青木文教師収集資料について

青
木
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
入
手
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
小
倉
捨
次
郎
氏
の
旧
蔵
資
料
リ
ス
ト
の
中
に
見
い
だ
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

終

わ

東
大
文
学
部
所
蔵
文
献
、

民
薄
所
蔵
資
料
及
ぴ
、
語
大
所
義
変
料
と
を
合
わ
せ
る
と
、
青
木
文
教
師
が
収
集
し
た
チ
ベ
ッ
ト
文
化

一
九
一

0
年
代
初
頭
の
「
チ
ベ
ッ
ト

資
料
が
ど
の
よ
う
な
性
務
の
も
の
で
あ
る
か
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、

文
化
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

山
口
瑞
黒
氏
辻
、
「
チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
人
々
の
う
ち
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
そ
の
も
の
に
深
い
理
解
を
示
し
て
い
た
の
は
、
何

⑬
 

と
し
て
も
、
滞
在
の
も
っ
と
も
長
か
っ
た
多
田
で
あ
っ
た
G

後
の
チ
ベ
ッ
ト
学
に
関
す
る
貢
献
に
つ
い
て
は
青
木
も
加
わ
る
。
」
と

さ
れ
、

「
チ
ベ
ッ
ト
学
」

へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
青
木
を
評
極
し
て
お
ら
れ
る
。

青
木
は
、

一
九
二
二
年
か
ら
一
六
年
ま
で
の
三
年
間
、
ラ
サ
に
帯
在
し
、
当
時
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
に
触
れ
る
生
活
を
送
っ
た
。

彼
の
も
た
ら
し
た
資
料
は
、
当
時
の
仏
教
学
者
に
は
が
ら
く
た
に
見
え
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
仏
教
文
化
資
料
と
し
て
一
級

の
価
鑑
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
ま
た
青
木
自
身
が
見
聞
し
た
二
十
世
紀
初
頭
の
チ
ベ
ッ
ト
の
記
事
は
、
現
在
の
私
た
ち
の
白
か
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ら
は
貴
重
な
同
時
代
資
料
で
あ
る
。
所
在
の
判
明
し
て
い
る
資
料
以
外
に
も
、
橿
人
歳
な
ど
ま
だ
所
議
の
明
ら
か
で
な
い
資
料
も
現

存
す
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
青
木
の
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料
の
状
集
と
、
池
道
な
調
査
薪
究
を
行
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

役
の
遺
し
た
資
料
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
チ
ベ
ッ
ト
学
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
学
の
一
呈
塚
と
し
て
、
青
木
の
事
跡

を
再
評
揮
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

龍谷大学所議青木文教師収集資料について

参
考
文
献

日
本
西
蔵
学
会
「
青
木
先
生
略
歴
」
『
自
本
西
蔵
学
会
々
報
』

5
、

5
日∞

長
野
泰
彦
編
「
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
民
族
資
料
目
録
」
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
』

第

1
号
、
足
∞
ω

山
口
環
鳳
『
チ
ベ
ッ
ト
上
』
(
東
洋
叢
書
3
)
東
京
大
学
出
版
会
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忌
∞
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漂
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i
チ
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入
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日
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忌
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滋
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5
2
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蓉
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、

5
2
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ベ
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会
『
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ベ
ッ
ト
と
日
本
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N
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光
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5

N
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N
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8
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N
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発
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龍
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-16 -



.
 Ii
'
閤
舗
網
同
』
偲
撚
託
制
盟
組
，
1931 

.
 Ii
間
利
震
わ
〈
記
な
探
梅
似
』
惚
制
柑
，
1940.12.1 

.
 Ii間縄
Q
凶
端
人
)
判
定
三
』
崎
臨
柑
，
1942. 12. 
20 

• r困
材
運
命
f日
J
(
京
総
相
聴
桝
制
否
定
)
1945 

• r阻
制
整
備
俳
J
(
求
総
抑
聴
桝
崎
両
誌
)
1947 

y
 
.rTibetto no tabu

ロ
-
t
y
朴
部
位
引
，
1950. 12.20 (

P
E
R
I
K
A
N
 B
U
N
K
O
)
 
I
i
'
佐
官
~
な
阻
が
て
ト
ム
』

や，.."闘
争持=ァ

蜘城主手段採択*
 

輯1を

.
 Iì~ト

7
ト
ム
わ
〈
輔
\
dI 

(~や偲)
1952 

.
 Ii'Study on early 

Tibetan Chrononicles regarding 
discrepancies 

of 
dates 
and their 

adjustment 
dI 
(ゆ

聴
)
1955.10 

.
 Iì
阻
材
養
一
掛
川
糧
阻
村
議
制
M
P
織
N
揺
が

7
ト
ム
わ
〈
え
~
~
詩
王
権
保

J

・
『
阻
材
運
』
鰍
険
制
削
除
叩
掛
グ
1987.3

・
『
線
組
な
回
閣
情
矧
l
J
，
-
d
dI 

(モト自わ〈佐世)モト<<1(4
縛
探
ヰ
~
'
1990.2 

(
騨
夜
)
相
K
絡む制
m1眠
喧
騒
，
1969 

設
・
『
側
回
村
山
』
鰍
険
制
服
闘
騒
，
1
蜘
12.
10 

議
縮
判
・
酬
附

• r黙々
な
閣
制
緩
J

Iì~(~時併騨dI
189. pp. 63-7

1. 
4~締

阻
1(~時

訴
判
ミ
ヨ
採
択
朴
ぞ
と
刑
制
(
引
，
1917. 7. 
10. 

• r 閣制震な脅迫間.L6>.:::";:l縦
Zhl
巳
咲
い
ゅ
う
t
6
や
J
Ii-K桜dI
(-K(4
1桝
辞
判
。
1 ト)
1:5.pp.37-52.

-
K
帳
柑
，
1922.5. 1. 

.. 
r悶
繊
ミ
ヨ
縦
u
思
想
~
~
吋
轍
議
終
盤
州
~
~
騒
揺

J
Ii'-K帳dI
1:7.pp.43-53.

-K唱終点，
1922. 7. 
1. 

• r閣
制
震
直
l尽
な
漏
幅
制
ロ
幽
Q
臨
駅
J
Ii' +<¥帳dI
1: 8. 
pp. 41-55. -

K
保
利
，
1922.8. 1. 

• r細
部
制
口
組
な
閣
議
終
腿
相
思
w
縛
心
ド
間
縄
{
組
総
合
級
刊

m~駒
以
降
唱
え
し
I
ì
-
K
帳
d
I
1: 
11. 
pp. 15-27. -

K
帳
柑
，
1922.1
1. 
1. 

t、.
，.....， 



龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

-
「
仏
説
阿
詠
詑
経
の
西
歳
文
和
訳
を
紹
介
す
」

『
大
乗
』

T
H
N
・
B
-
ミ
l
g
・
大
乗
社
、

〕(一vNN・一戸N・H・

-
寸
大
無
量
寿
経
の
西
蔵
訳
」

『
大
乗
』

∞一ω・

3
・
S
i
g
・
大
乗
社
、

同市VNω・ω-H・

-
「
富
蔵
の
仏
教
史
概
説
L

『
大
乗
』

NL・

3
・
ミ
i
g
・
大
乗
社
、

]戸市VNω・hF・H・

-
三
回
蔵
訳
般
若
波
羅
密

多
心
経
」

『
大
乗
』

∞
一
戸
℃
℃
・
ω
∞
i
怠
・
大
乗
社
、

〆-、、

ーマ
可否F
、、-'

同市VNω・日・一「

-
「
般
若
八
千
頚
所
説
の
大
乗
と
小
乗
」

N…。・

3
・
S
i
主
・
大
乗
社
、

『
大
乗
』

]5Nω・G・一円・

-
「
鳥
葬
の
話
」

『
大
乗
』

N
一
寸
・
℃
℃
・
2
i
E
・
大
乗
社
、

](hvNω・一
1

・H・

-
「
酉
蔵
所
伝
王
舎
城
所
説
無
量
寿
経
邦
訳
」

'ω
由

!
2
.
ω
C
i
s
・
大
乗
社
、

『
大
乗
』

日一一wi日・℃℃・ωCi回一山

HhvNA山・ω-Hi日・一{・

-
「
酉
蔵
所
伝
金
制
般
若
波
羅
蜜
経
邦
訳
L

T
G
i
∞
・
毛
・
お
i
主
a
N品
i
ω
ω
・
N
H
i
お
・
大
乗
社
、

『
大
乗
』

]ENG・AYHi∞・一「

-
「
酉
蔵
研
究
の
興
味
L

『
辺
一
語
支
部
』

〕志ωAFac・一{・

同
一
N
・
℃
℃
・
お
i
∞
「
辺
一
彊
開
題
研
究
所
、

-
「
故
南
部
震
三
郎
博
士
を
器
ぷ
i

故
岡
部
先
生
の
藁
領
印
度
在
留
当
時
を
龍
ふ
L

『
大
乗
』

冨
一
戸
芸
・
ω
∞
i品
0

・
大
乗
社
、

一
1

・
H

-
「
西
蔵
問
題
の
重
要
性
を
論
ず
」

『
大
乗
』

Z
L
N
-
宅
・
2
i
s
・
大
乗
社
、

〕(宇品。・一5・ハケ

宗
弄
讃
幹
普
大
王
」

.
「
西
蔵
の
神
話
と
伝
説
的
l
m
w
」

『
大
乗
』

NO一N・

3
・
お
1
2
・
大
乗
社
、

-
「
西
蔵
の

「
聖
徳
太
子
」

〕(宇品一戸・一戸){・

『
大
乗
』

さ
…
p
o
l
p
宅
-
N
∞
ω
ぬ
い
ω
i
お
い
ω
1
8
w
g
l
お
w
N
吋
1
2
・
大
乗
社
、

Hhwh位一戸AF・HWA山・一{l

。-H
-
「
明
瞭
教
に
関
す
る
諸
考
察

ωー∞」

-
「
チ
ベ
ッ
ト
の
神
教
と
仏
教
」
『
世
界
仏
教
』

.
「
チ
ベ
ッ
ト
文
化
財
の
保
存
L

HC∞HC也・

3
・
N
i
N
F
N
i
N
F
善
隣
協
会
、

一SAFH・

P
一{l寸・一「

『
蒙
吉
』
Nω一
1

・℃℃・旬。!日一v・]{甲山ω・HC

『
読
書
春
秋
』

mL・

3
・
。
i
吋
・
国
立
国
会
図
書
館
内
春
秋
会
、

一戸山vm山AF--H

-
「
チ
ベ
ッ
ト
の
観
昔
信
仰
」

『
大
法
輪
』

N
H
一
N
・
B
-
E
N
i
E
吋
・
大
法
輪
開
、

]5日仏・N・一{

Hhvh時()・
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-
「
チ
ベ
ッ
ト
語
の
本
質
に
つ
い
て
」
『
言
語
研
究
』
ぎ
・
ミ
・
℃
℃
-

H

g

i

Z

?

?

同
志
・
日
本
言
語
学
会
、

]
5
h
v
p
H
N
・∞切・

『
歴
史
教
育
』
汁
∞
・
宅
-
H
i
H
0
・
歴
史
教
育
研
究
会
、

「
青
木
文
教
師
業
績
L

民
博
報
告
〔
呂
∞
ω
〕
℃
-
N
臼
、
「
青
木
先
生
略
歴
L

な
ど
を
参
照
し
て
、
筆
者
が
ま
と
め
た
。

-
寸
ラ
マ
教
の
発
生
と
発
展
L

]5旬。・∞
-
H

・

以
上
は
、

〔

H
C
日
∞
〕

の
ほ
か
、

東
洋
文
産
ホ

i
ム
ペ

i
ジ

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

曹
木
文
教
語
関
連
書
籍
・
論
文

-
多
田
等
観

J
ノ
ッ
サ
時
代
の
青
木
文
教
さ
ん
L

『
日
本
西
蔵
学
会
々
報
』
品
・

3
・H
I
N
-

日
本
西
蔑
学
会
、

〕(句。
J
1

・H
0
・N
G
・

-
佐
藤
長
「
京
都
に
お
け
る
葺
木
先
生
の
二
人
の
弟
子
L

『
日
本
西
蔵
学
会
々
報
』

A
-

宅
-
N
l
ω

・
日
本
西
蔵
学
会
、

『
百
本
臣
蔵
学
会
々
報
』
仏
・

3
・ω
l
品
・
自
本
茜
蔵
学
会
、

){む∞一九・
H
P
N
U

-
中
根
千
枝
「
青
木
文
教
先
生
の
御
逝
去
を
弾
む
」

・
5
本
西
蔵
学
会
々
報
編
輯
部
編
「
青
木
先
生
略
歴
」
『
日
本
西
蔵
学
会
々
報
』
伊
方
・

ω
・
日
本
西
蔵
学
会
、

・
北
村
甫
『
東
京
大
学
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
文
献
自
録
』
東
京
大
学
文
学
部
印
変
哲
学
印
度
文
学
研
究
室
、

5
8・
=

〕
(
由
一
門
戸

H
0
・
N
0
・

H
C
U

∞-
c
・N
h
r

-
長
野
泰
彦
編
『
冨
立
民
族
学
博
物
館
蔵
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
民
族
資
科
目
録
』
∞
十
守
十
回
右

-
E立
民
族
学
博
物
館
、

足∞
ω
・ω
・
「
(
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
1
)

-
佐
々
木
高
明
「
青
木
文
教
師
と
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
将
来
資
料
」

・
小
野
田
俊
蔵
「
チ
ベ
ッ
ト
所
伝
の
浄
土
観
想
修
法
!
青
木
文
教
師
将
来
資
料

Z
2・
5
ω
W
H
O
P
E
F
E∞L
c
c
に
つ
い
て
の
管

(
前
掲
民
博
目
録
)
何
者
・
H
a
i
H
∞ω

見

(
前
掲
民
博
目
録
)
℃℃・]戸∞
A
F
山∞
ω

-
中
谷
英
明
「
青
木
文
教
師
将
来
シ
ン
ハ
ラ
写
本
、

「
転
法
輪
経
L

に
つ
い
て
L

(
前
掲
民
博
巨
録
)

及
ぴ
、

同
写
本
中
の

℃℃ 

H
h
v
ω
i
N
C
A
F
 

-
森
田
恒
之
「
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
仏
画
の
色
彩
と
彩
色
技
術
」

(
訪
問
掲
民
博
目
録
)
℃℃
-
N
C一
山

i
N
A
F匂
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-
長
野
泰
彦
「
青
木
文
教
師
年
譜
」
(
前
掲
民
薄
目
録
)
℃
-
N
G
C

-
長
野
泰
彦
「
青
木
文
教
師
業
譲
」
(
前
掲
民
薄
目
録
)
℃
-
N
G
H

・
出
口
瑞
鳳
『
チ
ベ
ッ
ト
上
』
(
東
洋
叢
書
3
)
東
京
大
学
出
版
会
、

H
C
∞ペ

・
江
本
嘉
伸
『
西
蔵
漂
泊
l

チ
ベ
ッ
ト
に
慈
せ
ら
れ
た
十
人
の

E
本
人
(
上
)
(
下
)
』
山
と
渓
谷
社
、
戸
む
匂
ω
、
言
ま

龍谷大学所麗青木文教師収集資料について

-
安
曇
川
町
教
育
委
員
会
編
/
さ
い
わ
い
徹
欝
本
・
画
『
膏
木
文
教
|
ふ
る
さ
と
伝
記
ま
ん
が
シ
ワ

i
ズ
3
』
忌
ま
・

ω-z

-
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
「
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
文
化
資
料
L
N
c
c
c
・ω
・
(
内
容
ワ
ス
ト
)

・
井
ノ
口
泰
淳
「
大
谷
光
瑞
と
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
L

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
大
谷
探
検
隊
』
(
『
季
刊
・
文
化
遺
産
』
第
日
号
春
・

夏
号
)
勲
毘
法
人
島
根
黒
並
河
寓
呈
写
真
財
団
、

N
O
C
H
-
ι
-
N
C

宅
-
S
i
E

-
8
本
人
チ
ベ
ッ
ト
行
百
年
記
念
フ
ォ

i
ラ
ム
実
行
委
員
会
『
チ
ベ
ッ
ト
と
自
本
の
百
年
』
新
宿
書
一
房
、

N
C
C
ω

・ω
・
8

-
龍
谷
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ

i
編
『
大
谷
探
検
隊
1
0
0
罵
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

寸
チ
ベ
ッ
ト
の
芸
術
と
文
化
」
記
念
展
観

図
録
』
(
服
部
等
作
・
白
須
浮
異
・
三
谷
真
澄
)

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

・
三
谷
真
澄
「
大
谷
探
検
隊
と
青
木
文
教
i
二
O
世
紀
初
頭
の
ラ
サ
L

『
ア
ジ
ア
遊
学
』
位
(
特
集
ラ
サ
i
天
空
の
世
界
遺
産
都

2
9
0
2
年
9
月
刊
日

i
n
日

市
)
N
O
O
N
-

∞-
P

宅・

8
i∞H

大
谷
探
検
隊
関
連
文
献

-
小
田
義
久
・
百
済
康
義
監
修
、
龍
谷
大
学
図
書
館
編
『
龍
谷
大
学
図
書
館
特
別
展
「
シ
ル
ク
ロ
-
E・E・-z

ド
・
中
央
ア
ジ
ア
を
巡
っ
た

探
検
家
た
ち
!
大
谷
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
と

N
c
o
o
-
5

・
龍
谷
大
学
童
接
、
東
映
株
式
会
社
編
集
発
行
『
世
紀
を
越
え
て
今
蘇
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
西
域
文
物
畏

i
大
谷
光
瑞
と
中
央
ア
ジ

ア
探
検
紀
行
』

N
O
C
H
-
ω
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-
『
シ
ル
ク
口
、
i

・
e

・
-
-
ド
と
大
谷
探
検
隊
』
(
『
季
刊
・
文
化
遺
産
』
第
日
号
春
・
夏
号
)
財
団
法
人
島
根
県
並
河
高
里
写
真
財
団
、

N
O
C
H
-
品・

N
C

-
小
田
義
久
・
百
済
康
義
監
接
、
龍
谷
大
学
編
『
大
谷
探
検
隊

1
0
0
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
特
別
展
「
シ
ル
ク
ロ

i

ド
・
中
央
ア
ジ
ア
を
巡
っ
た
探
換
家
た
ち
!
大
谷
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
と
き

2
・
切
(
再
編
集
)

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

付
記現
在
、
東
洋
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
河
ヨ
慧
海
将
来
「
テ
ン
パ
ン
マ
」
写
本
カ
ン
ギ
ュ
ル
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
、
青
木
文
教

を
通
じ
て
、
大
谷
光
瑞
師
の
も
と
に
寄
贈
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
足
先
に
帰
国
す
る
、
河
沼
慧
海
に
託
し
た
た
め
、
河

ロ
慧
海
将
来
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
に
、
青
木
文
教
と
の
開
で
、

そ
の
掃
震
問
題
が
、
中
外
日
報
紙

上
で
争
わ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
大
正
の
玉
子
籍
L

事
件
で
あ
る
。

山
口
瑞
愚
氏
は
、
や
は
り
青
木
の
方
に
軍
配
が
上
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。

日
本
人
と
し
て
最
初
に
ラ
サ
に
入
っ
た
人
物
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
寵
児
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
青
木
文
教
が
、

い
か
に
友
好
的
に
入
蔵
し
、
特
別
な
計
ら
い
に
よ
っ
て
ラ
サ
に
滞
在
し
た
と
は
い
え
、
日
本
で
の
知
名
度
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
っ
た
。

同
時
期
に
ラ
サ
に
滞
在
し
た

4
入
の
日
本
人
の
中
で
、
大
谷
光
環
師
の
派
遣
に
よ
る
二
人
と
他
の
二
人
と
で
は
、
ラ
サ
で
の
扱
い
は

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
最
近
、
江
本
嘉
伴
氏
お
よ
ぴ
、

河
口
慧
海
は
当
時
、

違
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
青
木
文
教
を
秘
書
と
し
て
優
遇
し
、
多
田
等
観
を
僧
院
で
修
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
ダ
ラ
イ

ラ
マ
日
世
と
大
谷
光
瑞
訴
の
関
係
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
最
高
指
導
者
か
ら
日

本
の
巨
大
な
仏
教
教
団
の
宗
主
に
贈
ら
れ
る
品
で
あ
る
。
版
本
か
ら
印
刷
さ
れ
る
版
本
大
蔵
経
と
、
手
書
き
で
書
写
さ
れ
た
写
本
大

蔵
経
と
で
は
、

ど
ち
ら
に
価
値
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
カ
ン
ギ
ュ
ル

(
そ
れ
は
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
)
と
テ
ン
ギ
ュ
ル

と
で
ど
ち
ら
が
、
贈
呈
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
。
「
写
本
カ
ン
ギ
ュ
ル
」
は
、
金
銭
的
数
値
に
換
算
で
き
な
い
、
宗
教
的
価
値
が
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あ
る
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。

追
記筆
者
は
上
山
大
峻
薄
士
に
従
っ
て
、

一
九
九
八
(
平
成
一

O
)
年
九
月
二
吾
、
東
京
藤
山
龍
仙
堂
に
趣
き
青
木
文
教
師
関
連
資
料
の

通
覧
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
二

0
0
0
(平
成
二
一
)
年
一
丹
一
二
日
か
ら
二
二
日
に
辻
、
チ
ベ
ッ
ト
蔵
外
文
献
を
中
心
と
す
る
事
前

龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

-
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
龍
谷
大
学
が
二

0
0
0年
度
に
購
入
し
た
資
料
が
、
こ
れ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
大
谷
探
検
隊
派
遣
一

0
0罵
年
に
当
た
る
二

0
0
二
年
度
に
購
入
し
た
資
料
と
を
併
せ
る
と
、

チ
ベ
ッ
ト
関
連
資
料
を
梧
当
数
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
た
び
、
博
士
の
定
年
退
職
に
当
た
れ
ソ
、
博
士
の
強
い
願
い
に
よ
っ
て
龍
谷
大
学
国
書
館
に
同
資
料
が
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
博
士
の
定
年
退
職
記
念
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

圏
内
大
学
の
中
で
、
大
谷
探
検
隊
関
連
資
料
を
保
管
す
る
唯
一
の
研
究
機
関
と
し
て
、

査
部
門
が
補
完
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
博
士
の
ご
熱
意
と
ご
示
唆
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を

こ
れ
ま
で
不
十
分
で
あ
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
謂

表
し
た
い
。

註G

チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
日
本
人
は
、
以
下
の
3
グ
ル

i
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

第
1
グ
ル
ー
プ
:
:
:
・
:
明
治
時
代
(
ダ
ラ
イ
ラ
マ
ロ
世
の
時
代
)

能

海

寛

(Hg∞
iECH)
・j
i
-
-真
宗
大
谷
派

河

口

慧

海

(
5
8
1写
会
)
j
i
-
-
-
黄
葉
宗
(
一
持
還
怒

)HCC0・
戸
己
ラ
サ
到
達

寺
本
腕
稚
(
冨
芯

1
5ち
)
:
・
:
・
:
・
真
宗
大
谷
派

5
2・
巴
・
∞
ラ
サ
到
達

成

田

安

輝

(
Z
E
i
E
E
)
・
:
:
:
外
務
省
命
(
法
衣
援
装
)
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第
2
グ
ル
ー
プ
j
i
-
-
-
大
正
時
代
(
ダ
ラ
イ
ラ
マ
ロ
世
の
時
代
)

矢
島
保
治
郎
(
同
∞
∞
N
1
5
8
)
:
:
・
:
冒
険
旅
行
(
日
本
力
行
会
)
S
H
Y
ω
・
仏
ラ
サ
到
達

青
木
文
教
(
戸
惑
0
1
5
g
)
:
:
・
:
:
浄
土
真
宗
本
顕
寺
派

zz-H・NN
ラ
サ
到
達

多
国
等
観
(
冨
き
1
5
ミ
)
・
:
:
:
:
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

5

5
・∞
-NC
ラ
サ
到
達

(
河
口
慧
海
)
j
i
-
-
:
:
:
:
・:
:
:
:
:
2
度
目

H
U
E
-
∞
・
斗
ラ
サ
再
到
達

第
3
グ
ル
ー
プ
:
:
:
・
:
太
平
洋
戦
争
諒
後
(
ダ
ラ
イ
ラ
マ
日
世
の
時
代
)

野
元
甚
蔵
(
忌
見
i
)
:
:
:
:
・:
:
:
H
E
0
・
H
ラ
サ
到
着

木
村
肥
佐
生

(
Z
N
N
i
H
お
む
)
・
j
i
-
-
H
句会
-
P
N
ラ
サ
到
着

西

川

一

三

(
5
H
∞l
)

:

・
:
:
:
:
:
:
写
会
'
=
ラ
サ
到
着

山
口
瑞
鳳
『
チ
ベ
ッ
ト
上
』
(
東
洋
叢
書
3
)
東
京
大
学
出
版
会
、
思
∞
戸
芸
・

2
i
H
C
∞
参
照
。

江
本
嘉
伸
『
西
議
漂
泊

l
チ
ベ
ッ
ト
に
魅
せ
ら
れ
た
十
人
の

E
本
人
(
上
)
(
下
)
』
山
と
渓
谷
社
、

5

8
・5
玄
参
照
。

②

1

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
イ
ス
ラ

i
ム
復
興
」

i
「
文
明
間
の
対
話

L
i
の
視
点
か
ら
(
日
本
中
東
学
会
第

ロ
国
年
次
大
会
)
お
よ
び
研
究
発
表

日
程
一

2
9
0
1
年
5
月
立
自
(
土
)
・
お
百
(
日
)

会
場
一
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
潰
和
館

2

「
日
・
中
・
韓
の
証
明
究
者
に
よ
る
冨
欝
学
術
講
演
会
・
弘
の
来
た
道
i
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
文
物
L

日
程
一

2
9
0
2
年
5
月
お
日
(
木
)
・
お
日
(
土
)

会
場
一
本
顕
寺
築
地
別
読
(
東
京
)
・
本
顕
寺
開
法
会
館
(
京
都
)

3

「
チ
ベ
ッ
ト
の
芸
錆
と
文
化
そ
の
現
在
と
未
来
」

自
程
一

2
0
0
2
年
Q
d
月
日
日
(
金
)
・
日
目
(
土
)

会
場
一
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
舘

4

「
シ
ル
ク
ロ

i
ド
文
物
と
現
代
科
学
」

B
程
一

2
6
0
3
年
9
月
9
E
i
ロ
E

会
場
一
龍
谷
大
学
大
富
学
舎
・
瀬
田
学
舎
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③
多
く
の
研
究
者
、
一
般
の
方
々
と
こ
の
認
識
を
共
有
す
る
た
め
、
・
広
島
市
立
大
学
と
の
共
擢
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
チ
ベ
ッ
ト

の
芸
術
と
文
化
;
そ
の
現
在
と
未
来
」
が
2
0
0
2
年
9
月
に
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
青
木
文
教
師
収

集
資
料
な
ど
の
チ
ベ
ッ
ト
関
連
資
料
の
特
別
震
が
罪
確
さ
れ
た
。

④
故
藤
枝
晃
氏
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

圏
外
に
あ
る
も
の

A
群・
:
j
i
-
-
-
中
富
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

A
i
I
群
:
:
・
:
・
旅
順
薄
物
館
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

A
1
2
群
:
:
:
・
:
北
京
罷
立
露
書
館
所
議
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

B
群
:
:
:
:
:
:
韓
国
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

B
群
:
:
:
:
:
:
ソ
ウ
ル
冨
立
中
央
博
物
館
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

屋
内
に
あ
る
も
の

C
群
:
:
:
:
:
:
日
本
の
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

C
1
1
群
:
・
:
:
:
東
京
国
立
博
物
舘
所
蔑
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

c
i
2
群
:
・
:
:
:
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

D
群
:
:
:
:
:
:
龍
谷
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

D
1
1
群
:
:
:
:
大
谷
家
寄
贈
分
(
木
箱
二
極
内
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
)

D
i
2
群
:
・
:
:
:
探
検
隊
将
来
敦
建
写
経
若
干
巻
(
西
域
文
化
資
料

gH!日
ω
3

D
l
3
群
・
・
・
・
・
・
・
・
・
犠
瑞
超
氏
寄
贈
敦
建
写
経
六
巻

D
1
4
群
・
:
:
:
:
吉
川
小
一
郎
氏
寄
贈
分
(
写
真
原
板
、
流
沙
残
関
)

D
i
5
群
・
:
・
:
:
・
堀
賢
雄
、
渡
辺
哲
信
の
日
記
(
『
新
西
域
記
』
未
収
分
)

E
群
:
:
:
:
:
:
橿
人
・
機
関
の
手
に
あ
る
も
の

藤
枝
晃
「
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
現
状
」
『
仏
教
東
漸
i

祇
園
精
舎
か
ら
飛
鳥
ま
で
』
龍
谷
大
学
3
5
0
周
年
記
念
学
術
全
画
出
版
編
集

委
員
会

E
C
Y

宅
-
N
N
ω
i
N
ω
c

⑤
佐
藤
長
「
青
木
が
ラ
サ
に
入
っ
て
、
ダ
ラ
イ
の
配
患
に
よ
り
寄
留
し
た
の
辻
、
貴
族
の
ヤ
プ
シ
プ
ン
カ
ン
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
が
第

- 24 



龍谷大学所蔵青木文教師収集資料について

十
一
代
ダ
ラ
イ
の
自
白
し
た
家
で
あ
る
こ
と
は
青
木
の
い
う
ご
と
く
で
あ
る
。
ヤ
プ
シ
は
「
ダ
ラ
イ
、
の
実
家
」
位
の
意
味
で
、
こ
の
名
で

呼
、
ば
れ
る
家
辻
他
に
も
幾
つ
か
る
る
。
ペ
テ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
プ
ン
カ
ン
の
名
称
辻
、
プ
ン
ツ
ォ
ク
カ
ン
サ
ル
の
略
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
同
氏
の
示
す
系
謹
に
よ
れ
ば
i
青
木
は
誰
と
も
云
っ
て
い
な
い
が
i
プ
ン
カ
ン
家
の
当
主
は
、
ダ
ラ
イ
の
重
臣
プ
ン
カ
ン
U
夕、ン

1
ド

ル
ジ
ヱ
(
一
八
八
八
年
生
ま
れ
)
で
あ
っ
た
。
(
「
℃

2
2
Y
〉
江
丘

2
5ミ
き
色
合
ミ
号
ロ
5
0
E
丘
、
H
F立
弓
器
1
5
3
w
H
N
C
S
P
E
斗ωw

ヲ
ミ
)

L

(

中
公
文
庫
版
解
説
、
同
)
苧

ω
斗∞

ω
吋吋)

ま
た
、
ラ
サ
滞
在
時
の
青
木
文
教
師
の
日
常
や
、
帰
国
後
の
動
静
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
西
蔵
学
会
会
報
』
第
4
号
呂
町
吋
・

5
・N
切
に

多
国
等
観
師
、
佐
藤
長
氏
、
中
根
千
枝
氏
の
詑
想
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑤
青
木
文
教
『
秘
密
国
チ
ベ
ッ
ト
』
芙
蓉
書
一
房
出
版
、
足
担
己
-HHH

⑦
青
木
文
教
前
掲
書
、
℃
-
N
E

③
多
田
等
観
三
ノ
ッ
サ
時
代
の
青
木
文
教
さ
ん
」
『
吾
本
西
蔑
学
会
々
報
』
仏
・

3
・H
I
N
-
5
本
西
蔵
学
会
、
早
ミ

⑤
出
口
靖
鳳
『
チ
ベ
ッ
ト
上
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
忌
∞
吋

⑬
青
木
文
教
訴
は
、
ラ
サ
で
の
生
活
に
つ
い
て
、
「
輯
辻
午
前
七
時
前
後
に
起
沫
し
て
散
歩
約
一
時
需
和
洋
折
衷
の
箆
単
な
食
事
を
取
り
、

九
時
よ
り
十
二
時
ま
で
を
勉
強
時
間
に
充
て
、
午
後
は
一
時
頃
昼
飯
の
代
わ
り
に
茶
菓
を
喫
し
、
そ
の
余
の
時
間
は
多
く
訪
問
に
費
や
し

運
動
と
し
て
は
郊
外
散
歩
と
乗
馬
の
二
つ
を
え
ら
ん
だ
。
夕
飯
は
午
後
六
時
過
ぎ
チ
ベ
ッ
ト
と
支
那
の
折
衷
料
理
を
常
例
と
し
時
々
自
炊

を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
夜
泣
大
抵
十
一
時
頃
ま
で
勉
強
し
所
要
の
事
務
と
学
科
の
補
習
に
費
や
し
た
。
こ
の
諒
子
で
三
年
罷
競
け
る
こ
と

が
で
き
た
な
ら
ば
さ
ら
に
数
倍
の
学
績
を
収
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
応
接
に
い
と
ま
な
い
程
頻
々
と
し
て
起
こ
り
く
る
ラ
ッ
サ
社
会
の
祭
礼

儀
式
は
予
を
し
て
局
外
に
お
ら
し
め
な
か
っ
た
。
公
私
共
に
そ
の
渦
中
に
ま
き
込
ま
れ
て
一
年
の
約
三
分
の
一
は
蔵
人
と
一
緒
に
呑
気
な

患
情
な
日
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
外
毎
月
一
一
向
田
は
宮
殿
、
離
宮
を
始
め
諸
大
臣
、
貴
紳
等
を
訪
関
す
る
毎
に
数
時
間
、
半

日
、
一
一
日
と
費
や
し
た
上
に
予
が
な
ま
じ
写
真
に
趣
味
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
一
人
か
二
人
の
素
人
写
真
屋
し
か
な
い
と
こ
ろ
の
ラ
ッ
サ

で
は
、
予
の
キ
ャ
メ
ラ
が
驚
く
べ
き
活
動
を
な
し
、
無
料
撮
影
の
写
真
持
と
し
て
忙
殺
さ
れ
た
る
も
ま
た
大
な
る
支
障
で
あ
っ
た
。
し
か

し
か
よ
う
に
修
学
上
に
失
っ
た
損
害
は
活
社
会
か
ら
得
た
知
識
経
験
で
祷
わ
れ
て
余
り
あ
っ
た
と
信
ず
る
。
℃
円
)
・

N
G
N
i
N白
ω
」
と
回
想
さ

れ
て
い
る
。

。
日
本
印
震
学
仏
教
学
会
第
泣
回
学
術
大
会
・
創
立
回
周
年
記
念
大
会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
特
製
展
の
目
録
『
東
京
大
学
所
蔵
仏
教
関

係
貴
重
書
展
展
示
資
料
目
録
』
東
京
大
学
附
属
図
書
館

(
2
0
0
1
年
6
月
初
日

1
7
月
4
日
)
の
斎
藤
明
氏
の
記
事
を
参
照
。
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@
佐
々
木
高
明
「
青
木
文
教
師
と
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
将
来
資
料
」
長
野
泰
彦
編
「
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
民
族

資
料
目
録
L

(

『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
』
第
1
号
)
、
包
∞
ωw
℃

-ZN

@
佐
々
木
高
明
前
掲
論
文
円

y
g
N

⑪

1
9
9
9
年
度
(
平
成
日
年
度
)
も
押
し
詰
ま
っ
た

2
0
9
0
年
2
月
お
日
に
四
箱
を
搬
入
、

2
8
0
0
年
3
月
忽
日
に
所
蔵
登
録
を

さ
れ
、
正
式
に
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑮
田
中
公
明
「
タ
ン
カ
の
世
界

i
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
美
術
入
門
」
山
川
出
版
社
、

N
C
C
H

⑬
山
口
瑞
鳳
『
チ
ベ
ッ
ト
上
』
(
東
洋
叢
書
3
)
第
一
章
「
旅
行
者
の
白
か
ら
」
(
入
蔵
し
た
日
本
人
)
の
項
参
照
。
東
京
大
学
出
版
会
、

一志向山一

-w七-
H
C

∞
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